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12022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

ྩ43݄ఆྫ会はɺ2݄24ʢʣ͔ Β3݄��ʢۚʣ·
Ͱ։͞࠵Εɺྫ6݅ɺॳ༧݅��ࢉɺิਖ਼༧�0݅ࢉɺ
ئ4݅ɺൃ議2݅ɺͦͷଞ5݅Λ৹議し·しͨɻ

˒্天草͜ࢢͲະདྷؗͷઃஔ
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͢Δྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
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˒্天草ݸࢢਓใอޢྫͷ
Ұ෦Λվਖ਼͢Δྫͷ੍ఆʹ
͍ͭͯ
　σδλϧࣾ会ͷܗΛਤΔͨΊͷؔ
ʹߦࢪ๏ͷඋʹؔ͢Δ๏ͷ
ΑͬͯɺؔنఆΛඋ͢Δͷɻ

条例改正条例改正

ú݄ఆྫձ

のৡ༩࢈ࡒ

˒্天草ཾࢢϲַࢁࣗવެԂ
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ཾϲַࢁࣗવެԂͷςχείʔτ͓
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ͷɻ
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決
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こ
ど
も
未
来
館
の
廃
止
に
よ

り
、
子
育
て
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
、
ྍ
育
、

お
も
ち
Ỵ
館
は
ど
の
よ
う
に
移
行
さ

れ
る
の
か
。

　

子
育
て
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
松
島
町
内
で
行
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
業
務
委
託
を
行
う
予
定

で
す
。
公
ื
に
よ
り
、
事
業
者
の
બ

定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ྍ
育
通
Ԃ
事
業
に
つ
い
て
は
、

松
島
ி
ࣷ
子
育
て
支
ԉ
課
内
に
事
務

ࣨ
を
移
し
、
お
も
ち
Ỵ
図
書
館
事
業

に
つ
い
て
は
、
ି
出
し
事
務
を
子
育

て
支
ԉ
課
、
保
管
場
所
と
し
て
当
面

は
こ
ど
も
未
来
館
を
利
用
す
る
予
定

で
す
。

　

子
育
て
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
の
委

託
に
つ
い
て
は
、
今
利
用
さ
れ
て
い

る
方
々
か
ら
の
問
題
は
な
い
の
か
。

ま
た
、

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

私
ཱ
保
育
Ԃ
へ
委
託
に
出
す

こ
と
の
प
知
は
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
広
ใ
・
̝
̥
で
も
प
知
を
と
っ

て
い
く
よ
う
な
手
段
で
す
。

　


地
利
用
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

解
体
後
、
ී
通
財
産
に
移
管
し
た
う

え
で
利
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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ٺ
化
等
の
ݪ
Ҽ
で
、
教
ࣨ
、

น
お
よ
び

ݿ
ド
ア
等
に
ഁ
ଛ
箇
所

が
確
認
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
修
સ
費

用
の
具
体
的
内
༰
と
金
額
の
内
༁
は
。

　

大
矢
野
中
学
校
に
2
�
�
万

円
、
維
和
中
学
校
に
1
�
�
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
大
矢
野
中
学
校

の
修
સ
内
༰
は
、
主
に
北
౩
の
特
別

支
ԉ
教
ࣨ
の
ド
ア
ு
り
ସ
え
と
、
南

౩
の

ݿ
ド
ア
お
よ
び
教
ࣨ
と
࿓
下

の
ύ
ー
テ
ー
シ
ἀ
ン
で
す
。
維
和
中

学
校
に
つ
い
て
は
、

内
運
動
場
の

外
น
修
સ
で
す
。
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上
天
草
高
校
内
の
ۭ
き
教
ࣨ

を
आ
り
て
、
公
務
員
を
目
指
す
生
徒

の
た
め
の
公
Ӧ
क़
開
設
も
ؚ
ま
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
経
緯
と
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
ޮ
果
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　

地
ݩ
高
校
の
ັ
力
を
高
め
る

取
組
み
と
し
て
、
公
務
員
へ
の
就
職

を
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て
作
り
、
例

え
ば
、
上
天
草
市

所
に
就
職
す
る

生
徒
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、

生
徒
・
保
護
者
の
皆
様
に
ア
ϐ
ー
ル

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
定
住
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

3
年
後
、
地
域
お
こ
し
協
力

ୂ
の
任
期
ऴ
ྃ
後
の
本
事
業
計
画
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

具
体
的
に
は
、
来
年
ண
任
さ

れ
る
協
力
ୂ
員
の
方
や
高
校
の
ઌ
生

方
と
も
協
議
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
今
後
、
ৄ
ࡉ
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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� 2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

人ࣄҊ݅は࣍のΑ͏ʹܾまΓました
্天草ࢢ৬һռ৹ࠪҕһ会ҕһ ਫɹത೭ʢ৽ʣɹ大ொ

্天草ࢢ৬һռ৹ࠪҕһ会ҕһ ɹ݁ೋʢ৽ʣɹ大ொాࡔ

議Ҋ࣭ٙͷಈը
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�2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

ʓফࢪઃඋۀࣄʢ୯ಠʣ
����ສԁ

　消防設備を計画的に整備することで、
火災時における迅速かつ的確な消火活
動につなげ、火災発生時の被害拡大を
防止するもの。

ʓҰൠۀଜඋۀࣄ
����ສԁ

　市が実施する事業で農業水利施設の
整備および維持管理を適正に行うこと
により、「農業の持続的発展」「農村の
振興」「食料の安定供給」「多面的機能
の発揮」を図るもの。

ʓΞτυΞਪਐۀࣄ
����ສԁ

　近年の観光客の健康志向、体験型観
光の需要を受け、新たにジップライン
整備をはじめ、トレッキングやサイク
リング等のコンテンツの磨き上げ、イ
ベントなどを開催し、観光客の増加を
図るもの。

一般会計予算一般会計予算

ʓҬ͓͜͠ۀࣄୂྗڠ
����ສԁ

　人口減少および高齢化等の進行を抑
制するため、地域づくり活動に意欲の
ある市外の人材を積極的に導入し、そ
の定住および定着を図り、地域力の維
持・強化を図るもの。

ʓ;Δ͞ͱೲ੫ࣄۀࣄ
�ԯ����ສԁ

　寄せられた寄付金をふるさと応援基
金へ積み立てた後、①地場産業の育成、
②観光振興、③教育水準の向上、④安
心安全なまちづくり、⑤環境保全、⑥
その他市長が特に必要と認める事業の
財源として活用するもの。

ʓަ௨҆શࢪઃඋۀࣄ
����ສԁ

　全国的に登下校中の児童生徒が被害
に遭う交通事故が発生しており、通学
路などの市道の交通安全対策を実施し、
危険箇所を改善するもの。

ʓॅϦϑΥーϜࢧԉۀࣄ
���ສԁ

　上天草市に居住する住宅等について、
増築、改築、補修等のリフォームおよ
び廃屋の解体を市内の工事業者で実施
する場合、経費の一部を補助するもの。

194億6,640万円194億6,640万円
ྩ̐

　Ұൠ会ܭͷ͏ͪɺओͳ事ۀΛ͓Βͤし·͢ɻ
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� 2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

ʓ૭ۀޱҕୗࣄۀࣄ
����ສԁ

　窓口業務の外部委託により、コスト

削減、市民サービスの向上とあわせ、

各種業務の効率化を図るもの。

ʓোࢧཱࣗऀԉۀࣄ
�ԯ����ສԁ

　上天草市に在住する（上天草市外に
居住する住所地特例施設入所者を含
む）障がい者および障がい児が、可能
な限りその身近な場所において、必要
な日常生活や社会生活を営むことがで
きるよう支援等を行うもの。

ʓࢠͲҩྍඅॿۀࣄ
����ສԁ

　子どもの医療費の一部負担金を助成
することにより、子育て世帯の経済的
負担を軽減するとともに、子どもの疾
病の早期治療を促進し、健康保持およ
び健全育成と子育て支援を図るもの。

ʓεパɾλラソ天草ཧۀࣄ
����ສԁ

　市民に憩いと交流の場を提供し、健
康、福祉の増進および観光、産業の振
興を図る施設として、指定管理者によ
る管理運営を実施するもの。

ʓ૯߹εϙーπެԂۀࣄ
����ສԁ

　市民が安心安全にスポーツ活動に取
り組めるよう指定管理者制度を導入し、
総合スポーツ公園の整備と維持管理を
行い、さらに、グラウンドをリニュー
アルしたため、市民利用の拡大はもと
より、県内外の大会を誘致するもの。

ʓֶۚିۚࣄۀࣄ
����ສԁ

　経済的理由などで、高等学校または
大学等への就学が困難な者に対し、学
資金を貸与し、就学する者およびその
保護者の経済負担を軽減するもの。

ʓ大ਤॻؗݐઃۀࣄ
�ԯ����ສԁ

　天草四郎公園の敷地内で、図書館に
上天草市の歴史資料等の展示ができる
スペースを含めた施設の整備を行うも
の。

▲大૯߹εϙーπެԂάランυ
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ئɾ
݅ɹɹɹ໊ ఏɹग़ɹऀ ݁ɹՌ

Ոఉڭҭࢧԉ๏ʢԾশʣͷ੍ఆΛٻΊΔҙݟॻ

ఏग़ʹؔ͢Δئ

Ұൠࣾஂ๏ਓɹ۽ຊϐϡΞϑΥーラϜ

දཧࣄɹాதɹྗஉ
࠾

͏Ոิॿ੍ઃͷʹ༺ޏһͷۀै ্天草ࢢ会ɹ会ɹઍݪɹޫ໌ ࠾

イϊγγඃࢭͷͨΊͷࡤͷิॿۚཁ݅؇

ʹؔ͢Δئ
ฏࢁɹ໌ɹଞ໊̓ ࠾

ίϩφϫΫνンछͱ̏ܕͷ৽ࡀ��Β͔ࡀ̑

ճͷϒーελーछʹؔ͢Δެฏͳใఏࣔ

ΛٻΊΔئ

ฏࢁɹ໌ɹଞ5�໊ ࠾

補正予算（主なもの）補正予算（主なもの）
ઃอશࢪ۠ਫརߥӦݝ
ෛ୲ۚۀࣄԽߴ

����ສԁ
ԽʹΑΔഉਫٺͷػഉਫߥ　
ϙϯϓػԼΛղফ͢Δͷɻ

อҭ࢜ɾ༮ஓԂڭ་ॲ۰վ
ળྟ࣌ಛྫۀࣄʢิࠃਖ਼ʣ

����ສ�ઍԁ
　৽ܕίϩφΠϧεײછへͷରԠ
ͱগࢠԽへͷରԠ͕ॏͳΔ࠷લઢʹ͓
͍ͯɺಇくอҭ࢜ɾ༮ஓԂڭ་ͷॲ
۰ͷվળͷͨΊɺྩ݄͔̐̎Β̕
݄·Ͱͷؒɺ৬һʹରしͯ̏ˋఔ
ʢֹ݄9000ԁʣͷۚվળΛڭ͏ߦ
ҭɾอҭࢪઃʹରしͯඞཁͳܦඅΛิ
ॿ͢Δͷɻ

্天草ߓʢे۠ߓʣւ؛
ࣄमิ؛ޢ

����ສԁ
　ඉ͔ΒͷྲྀਫʹΑΓɺੴੵ͕ચ
ງ͞Ε่յし͍ͯΔͨΊૣٸʹิम
事Λ࣮͢ࢪΔͷɻ

༗ௗ्ั֫ҕୗྉ
���ສ�ઍԁ

　Πϊγγͷั֫ܭըʹ͓͍ͯɺ
�200಄ͷั֫ࠐݟΈΛ͑ΔڪΕ
͕͋ΔͨΊ૿ֹ͢Δͷɻ

৽نւٕ໔ڐऔಘิॿۚ
���ສԁ

　ॳ̎݅ͷਃΛࠐݟΜͰ͍͕ͨɺ
̐݅ͷਃͱͳΓ૿ֹ͢Δͷɻ

天草࢛ϛϡーδΞϜಛผ
会܁ܭग़ۚ

����ສ�ઍԁ
　৽ܕίϩφΠϧεײછͷӨڹʹ
ΑΓɺೖؗྉ͕େ෯ʹݮগしͨͨΊɺ
ΒิͯΜ͢Δ͔ܭෆΛҰൠ会ݯࡒ
ͷɻ
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討論 ౼ͷ༷ࢠはɺᶃ22ɿ�6
ᶄ42ɿ5�͋ͨΓ͔Β͝ཡ
͍͚ͨͩ·͢ɻ

　݄̏̓ͷຊ会議ʹ͓͍ͯɺʮϩγΞʹΑΔΫϥΠφ৵ڧʹ߈く߅議しɺٱ߃ฏΛٻΊΔܾ議ʯ͕
ఏग़͞Εɺશ会ҰகʹΑΓՄܾ͞Ε·しͨɻ͜ͷܾ議ʹΑΓɺ্ఱࢢ議会ͱしͯϩγΞʹΑΔ܉事৵
Λද໌しͨ͜ͱʹͳΓ·͢ɻ࢟ΊΔٻくڧΛݱશఫୀɺੈքฏͷ࣮࣌ͷଈ܉議しɺ߅ݻஅʹ߈

һٞࢠԼণٶ

લͱൺֱ͢Δͱɺ༧ࢉʹΊΔׂ߹はࢿతܦඅ͕େ͖くΒΜͰ
͍ΔɻதͰී௨ݐઃ事ۀඅ͕େ͖くΒΈɺ͞Βʹ༁ΛݟΔͱ୯ಠ
事ۀඅ͕3�6ˋ͔Β6�9ˋʹ૿͍͑ͯΔɻֹۚͰは6ԯ3�00ສԁ͔Β
�3ԯ4400ສԁͱഒҎ্ͩɻ৽େਤॻؗݐઃؔͰ�ԯ6�00ສ
ԁ্͕͞ܭΕ͍ͯΔɻதͰྺࢿ࢙ྉࣨల੍ࣔۀ࡞務ҕୗྉʹ�ԯ�500
ສԁ্͕͞ܭΕͨɻྺࢿ࢙ྉࣨೖؗແྉͱ͍͏͜ͱ͕ͩɺܦඅΛ͑
Δྗは͞Εͨͷ͔ɻࢿతܦඅ͕େ͖くΒΜͩ༧ࢉʹはରɻ

ର౼

ᶄྩ্̐ఱࢢҰൠձܭ༧ࢉ

һٞࢠԼণٶ

͜ͷࢧԉ๏ʹ͍ͭͯはɺห࢜ޢେֶڭतɺঁੑஂମͳͲ͕ରͷΛ
͍͋͛ͯΔɻࢠͲΛΊ͙ΔはɺʮՈఉڭҭͷԼʯʹΑΔͷͰは
ͳくɺؒ࣌࿑ಇඇਖ਼ن࿑ಇͳͲࣾ会ߏͷมԽͳͲͰڞಇ͖ੈଳ͕
૿Ճ͢ΔͳͲ֦֨ࠩେɾශ͕ࠔɺࣾ会ͷͻͣΈɺࠃຽੜ׆ʹେ͖ͳӨڹ
Λ͓Α΅し͍ͯΔ݁ՌͰはͳ͍͔ɻอࢠ͕ऀޢҭͯͷҙٛʹ͍ͭͯ
ཧղΛਂΊΔ͜ͱΛʰٛ務ʱͱ͢Δ͜ͱɺҬʹʰׂʱΛෛΘͤΔ
͜ͱ͕ɺਅͷڭҭʹͳΔͱは͑ࢥͳ͍ɻʮՈఉڭҭࢧԉʯΑΓʮࢠҭͯ
ԉ੍ʯΛॆ࣮ͤ͞Δ͖Ͱ͢ɻࢧ

ର౼

ᶃՈఉڭҭࢧԉ๏ʢԾশʣͷ੍ఆΛٻΊΔҙݟॻఏग़ʹؔすΔئ

ϩγΞʹΑΔΫϥイφ৵ٞ͠߅͘ڧʹ߈ɺٱ߃ฏΛٻΊΔܾٞ

ʲܾٞ༰ʳ
　݄̎24ʹ࢝·ͬͨϩγΞʹΑΔΫϥΠφへͷ܉事৵߈
はɺಠཱࠃՈͷओݖΛ৵しࡍࠃடংΛᆝଛ͢Δߦҝͱしͯڐ
͞ΕΔͷͰはͳくɺஅͯ͡༰ೝͰ͖ͣɺஅݻͱしͯඇ͢Δɻ
　Αͬͯຊࢢ議会はɺϩγΞ܉ʹΑΔܸ߈ΛఀࢭしɺΫϥΠ
φ͔Βଈ࣌શఫୀΛٻΊΔͱͱʹɺੈքฏͷ࣮͚ʹݱ
ͯશੈք͕ҰମͱͳͬͯશྗΛͯ͛ڍऔΓΉΑ͏ڧくٻΊΔɻ
　Ҏ্ɺܾ議͢Δɻ

ྩ݄̐̏̓� ্ఱࢢ議会
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�2022 上天草市議会だより
kamiamakusa municipal assembly

常
任
委
員
会

　

上
天
草
市
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る


例
の
一
部
を
改
正
す
る

例
の
制
定
に

に
つ
い
て
、
他
4
件
を
審
査
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

্
ఱ

市
͜
Ͳ

ະ

དྷ
ؗ
ͷ
設
ஔ
ٴ
ͼ


ཧ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ
Λ
ഇ
ࢭ
͢
Δ


ྫ
ͷ
੍
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç

利
用
者
が
、
今
後
、
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
で
き

て
い
る
の
か
。

ç

ด
Ԃ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
毎
月

発
行
の
『
通
৴
』
や
利
用
者
の
来
Ԃ
時
に

説
明
し
て
प
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ྍ
育
業
務
は
松
島
ி
ࣷ
へ
移
転
し
、
子

育
て
支
ԉ
セ
ン
タ
ー
業
務
は
、
業
務
委
託

す
る
予
定
で
す
。

্
ఱ

市
ཱ
ֶ
ߍ
設
ஔ


ྫ
ͷ
Ұ
部
Λ
վ
ਖ਼
͢

Δ

ྫ
ͷ
੍
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç

̥
̩
̖
や
住
民
か
ら
は
、
ど
の
様

な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

ç

保
育
Ԃ
、
小
中
学
校
の
保
護
者
に
は
、

Կ
度
も
े
分
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

区
長
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
に
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

̥
̩
̖
の
意
見
は
、「
現
状
を
౿
ま
え
、

可
能
な
限
り
、
急
い
で
統
合
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
多
く
、
地
ݩ
住
民
か
ら

は
、「
地
ݩ
が
ऐ
し
く
な
る
」
等
の
意
見

も
あ
っ
た
が
、「
保
護
者
の
意
見
を
尊
重

す
る
」
と
し
て
֓
ね
賛
成
を
し
て

き
ま

し
た
。

্
ఱ

市
ཾ
ἃ
ַ
ࢁ


ࣗ
વ
ެ
Ԃ

ྫ
ͷ

Ұ
部
Λ
վ
ਖ਼
͢
Δ

ྫ
ͷ
੍
ఆ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç

時
代
の
χ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ

た
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
Կ
が

ど
の
よ
う
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
か
。

ç

テ
χ
ス
コ
ー
ト
と

外
ス
テ
ー
ジ

を
廃
止
す
る
も
の
で
、
テ
χ
ス
コ
ー
ト
に

お
い
て
は
、
ø÷
年
近
く
利
用
者
が
全
く
い

な
い
状
況
で
す
。
そ
の
ま
ま

す
よ
り
、

ҧ
っ
た
ܗ
で
利
活
用
が
出
来
れ
ば
と
考
え
、

廃
止
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

Π
ϊ
γ
γ
ඃ


ࢭ
ͷ

ͨ
Ί
ͷ

ࡤ
ͷ
ิ
ॿ
ۚ

ཁ
݅
؇

ʹ
ؔ
͢
Δ

ئ

�

ҙ
��ݟ

電
ࡤ
に
つ
い
て
は
、
最
ॳ
は
ޮ
果

が
あ
っ
た
が
イ
ϊ
シ
シ
も
׳
れ
、

ࡤ
を
ඈ
び
ӽ
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ま
た
、
予
防
に
関
し
て
は
、
ٕ

ज़
が
進
化
し
て
お
り
、
対
策
方
法

も
新
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
要

件
の
؇
和
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

総
務
ৗ

ҕ
һ
ձ

ྩ

�

�
݄
�


จ
教
ް
生
ৗ

ҕ
һ
ձ

ྩ

�

�
݄
ø÷


࠾


　
本
ձ
ٞ
Ͱ
ҕ
һ
ձ
ʹ

ୗ
͞
Ε
ͨ
ٞ
Ҋ

ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
ৗ

ҕ
һ

ձ
Ͱ
৹
ࠪ
͠
·
͠
ͨ
Ố
ͦ
ͷ
ܦ
ա
ͱ
݁
Ռ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ใ
ࠂ
͠
·
͢
Ố

ớ
ओ
ͳ

ͷ
Ờ

経
済
建
設
ৗ

ҕ
һ
ձ

ྩ

�

�
݄
�
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� 2022 上天草市議会だより
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ྩ

̏


্
ఱ

市

Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

ớ
ୈ
��
߸
Ờ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ừ
্
ఱ

市

൜
Χ
ϝ
ϥ
設
ஔ
ิ
ॿ
ۚ

�
�
�
ສ
�
ઍ
ԁ
ͷ
ݮ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ử

ç

プ
ラ
イ
ό
シ
ー
保
護
な
ど
の
理
༝

に
よ
り
、
�
地
区
か
ら
要
望
の
取
り
下
げ

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
問
題
が
解
決

す
れ
ば
設
置
し
た
い
と
の
意
思
は
ࣔ
さ
れ

て
い
る
の
か
。

ç

問
題
が
解
決
す
れ
ば
設
置
の
考
え

が
あ
る
と
ฉ
い
て
い
ま
す
。

ừ
ށ
建


ॅ
宅


Խ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
ิ
ॿ

ۚ
�
�
�
�
ສ
ԁ
ͷ
ݮ
͓
Α
ͼ
ة
ݥ
ϒ

ϩ
ỽ
Ϋ
ญ

ఫ
ڈ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
ิ
ॿ
ۚ

�
�
�
ສ
�
ઍ
ԁ
ͷ
ݮ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ử

ç

事
業
促
進
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
。

ç

市
の
広
ใ
ࢴ
掲
載
の
ほ
か
、



化
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象
の
ত
和
üý
年

以
前
ݐ
築
の
家

所
有
者
へ
ダ
イ
レ
ク
ト

ϝ
ー
ル
等
で
प
知
を
図
り
ま
し
た
。

ừ
த
ֶ
ߍ

ཧ
අ
म
સ
අ
�
�
�
ສ
ԁ
ʹ

ͭ
͍
ͯ
Ử

ç

大
矢
野
中
学
校
の
修
સ
に
至
っ
た

経
緯
は
。
故
意
に
よ
る
修
સ
も
あ
る
か
。

ç

ø÷
年
前
に
大
規
模
な
修
સ
を
し
て

以
߱
、
ܰ
ඍ
な
修
સ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
学
期
を
ܴ
え
る
に
あ
た
り
、
環
境
を
整

え
る
た
め
早
急
に
修
સ
を
行
う
も
の
で
、

故
意
と
認
め
ら
れ
、
個
人
が
特
定
で
き
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ྩ

�


্
ఱ

市

ఱ

࢛

ϛ
ỿ
ồ
δ
Ξ
Ϝ

ಛ
ผ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç

入
館
料
に
よ
る
収
ӹ
事
業
収
入
が

1
1
�
�
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
と
ਪ
ଌ
す
る
が
、
ど

う
い
っ
た
事
業
展
開
で
収
入
を
確
保
し
よ

う
と
し
た
の
か
。

ç

昨
年
度

に
映
૾
コ
ン
テ
ン
ツ
が


成
し
、
そ
れ
を
基
に
集
٬
を
行
う
考
え

で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ

り
集
٬
に

つ
な
が
り

ま
せ
ん
で

し
た
。
ا

画
展
ࣔ
や

Ֆ
童
事
業

等
の
̥
̧
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
交
付
金
対
象
事
業
の
中
で
、
旅
館
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
入
場
݊
を
付
け
る
こ
と
で

集
٬
を
図
り
ま
し
た
。

ྩ

�


্
ఱ

市

Ұ
ൠ
ձ
ܭ
༧
ࢉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ừ

Ҭ
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
ࣄ
ۀ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ử

ç

上
天
草
高
校
へ
の
公
Ӧ
क़
設
置
に

つ
い
て
、
त
業
料
は
ど
う
す
る
の
か
。

ç

�
年
目
は
क़
の
設
置
に
向
け
た
取

組
期
間
、
2
年
目
を
実
ূ
期
間
と
Ґ
置
づ

け
て
お
り
、
2
年
目
の
त
業
料
は
地
域
お

こ
し
協
力
ୂ
の
活
動
費
を
ॆ
て
る
こ
と
を


定
し
、
ແ
料
と
考
え
て
い
ま
す
。
3
年

目
に
お
い
て
、
一
人
当
た
り
�
万
5
ઍ
円

ほ
ど
の
教
材
費
を

収
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ừ
新
େ


ਤ
ॻ
ؗ
建
設
ʹ

Δ
ྺ
࢙
ࢿ

ྉ
ࣨ
ల
ࣔ
੍
࡞
ۀ
務
ҕ
ୗ
ྉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ử

ç

委
託
料
が
�
ԯ
1
�
�
�
万
円
と

高
額
だ
が
、
そ
の
理
༝
と
委
託
ઌ
は
ど
の

様
な
事
業
者
を

定
し
て
い
る
の
か
。

ç
展
ࣔ
ケ
ー
ス
等
の
展
ࣔ
専
用
備


が
高
額
な
う
え
、
内

や
レ
イ
ア
ウ
ト
も

ؚ
め
、
専
門
業
者
が
施

す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
高
額
に
な
り
ま
す
。
委
託
ઌ

は
、
ඒ
ज़
館
や
ത
物
館
等
の
展
ࣔ
制
作
専

門
の
事
業
者
を

定
し
て
い
ま
す
。

ྩ

�


্
ఱ

市

下
ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ձ
ܭ
༧
ࢉ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç


ೲ
金
額
の
内
༁
は
。

ç

令
和
2
年
度

で
、
件
数
は
ùú
件
。

金
額
は
1
�
�
万
�
2
2
円
で
、
そ
の
内

�
事
業
者
が
Āÿ
％
を

め
て
い
ま
す
。
収

ೲ
対
策
と
し
て
、

約
等
結
ん
だ
中
で
ೲ

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ྩ

�


্
ఱ

市

ཱ
্
ఱ

総
߹
ප
Ӄ

ࣄ
ۀ
ձ
ܭ
༧
ࢉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ç

人
間
ド
ッ
ク
の
予
定
数
üþ
人
は
少

な
い
と
感
じ
る
が
、
そ
の
ݪ
Ҽ
と
受

者

を
増
や
す
た
め
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

ç

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

߇
え
の
影

響
や
令
和
3
年
度
の
受

者
数
を
౿
ま
え

積
ࢉ
し
ま
し
た
。

増
や
す
取
り
組

み
は
、
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
住
民

健

期
間
中
に

お
い
て
も
受
け

入
れ
る
よ
う
調

整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

༧
ࢉ
ܾ
ࢉ
ৗ

ҕ
һ
ձ

ྩ

�

�
݄
�

ỏøü
可

決
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決

可
決

可
決

可
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������্ఱࢢ議会だより
kamiamakusa municipal assembly

一般質問

3月定例会では7人の議員が一般質問を行いました。

ఔ ٞһ໊ࢯ ࣭߲ࣄ

3
　
/
　
��

ࢠԼɹণٶ
⾣�δΣンμーฏʹ͍ͭͯ

͍ͯͭʹఆཧऀ੍ࢦ�⾣

খɹྋ࢘

⾣�௨ֶ࿏ͷ҆શ֬อʹ͍ͭͯ

͍ͯͭʹҭڭߍֶ�⾣

͍ͯͭʹཧ͢ΔՖஃ͕ࢢ�⾣

֞ɹɹ༸
औΈͨͤ͞ܞΛ࿈ࡦࢪͷڵৼޫ؍Γͱͮ͘߁݈͠༺׆Λݯࢿଘͷط�⾣

ʹ͍ͭͯ

3
　
/
　
�5

৽ɹ༃࢘ ⾣�߹۠ͷغ์࡞ߞʹ͍ͭͯ

ԘాɹਅҰ

͍ͯͭʹ߹ͷ౷ഇߍখதֶࢢ�⾣

͍ͯͭʹࡦͷରߍΔʮ͍͡Ίʯ͓Αͼෆొ͚͓ʹߍখதֶࢢ�⾣

⾣�ࣾ会ମҭҠޙߦͷεϙーπΫラϒ׆ಈͷՃೖঢ়گʹ͍ͭͯ

Կɹխ

⾣�マイφンόーΧーυͷීٴଅਐʹ͍ͭͯ

⾣�দౡਗ਼ηンλーͷޙࠓͷར׆༻ʹ͍ͭͯ

͍ͯͭʹίϩφϫΫνンछܕͷ৽ࡀ��ʙࡀ�5⾣

ຊɹً ⾣�෭ࢢबޙͷߦӡӦʹ͍ͭͯʢূݕʣ

一般質問の動画を配信しています！
ௌͰ͖·͢ʂࢹਅԣͷ̧̦ίʔυΛಡΈऔΔͱɺҰൠ࣭ͷಈըΛࣸإϖʔδ͔Βͷ֤議һ࣍　

˔ҙʢ໔ʣ߲ࣄ˔
ɾ৴し͍ͯΔө૾はຊࢢ議会ͷެࣜهͰは͋Γ·ͤΜɻެࣜهは会議
Λ͝ཡく͍ͩ͞ɻ
ɾൃݴͷగਖ਼औΓফし͕ߦΘΕͨ߹ɺ֘Օॴͷө૾Ի͕ফ͞ڈΕΔ
߹͕͋Γ·͢ɻ
ɾࢹௌʹはେྔͷσʔλ௨৴͕ൃੜし·͢ͷͰɺ8J�'J ଓఆֹ௨৴αʔϏ
εڥͰͷࢹௌΛਪし·͢ɻ
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һٞ�ࢠԼɹণٶ

খɹྋٞ�࢘һ

௨ֶ࿏ͷ҆શରࡦＱ
Ａ ্ఱࢢ௨ֶ࿏ަ௨҆શਪਐ
ձٞͰݕ౼

৹ٞձͳͲ֤ҕһձͰͷঁੑҕһͷ
ొ用Ｑ
Ａ ૯���໊中ɺঁੑ��໊Ͱ
����ˋͰす

宮
下　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
達
成
す
べ
き
��
の
目
標
の
一

つ
と
し
て
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

実
現
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
市

は
「
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
登
用
の
促
進
」
と
い
う
こ
と

で
、
目
標
値
35
％
と
し
て
お
ら
れ

る
が
、
現
在
の
比
率
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
女
性
職
員

の
登
用
率
は
。

市
民
生
活
部
長　

23
の
審
議
会
中

全
体
で
25
・
６
％
で
す
。
高
い
の

は
図
書
館
協
議
会
の
�0
％
、
低
い

の
は
ゼ
ロ
が
３
委
員
会
あ
り
ま
す
。

総
務
部
長　

係
長
級
以
上
は
目
標

値
22
％
に
対
し
��
・
５
％
。
課
長

補
佐
級
以
上
は
、
目
標
値
�5
％
に

対
し
�6
・
９
％
で
す
。
新
規
採
用

に
つ
い
て
は
、
実
績
値
50
％
で
す
。

宮
下　

35
％
を
達
成
す
る
た
め
に

ど
ん
な
努
力
を
さ
れ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

積
極
的
な
取
り

組
み
は
実
施
し
て
い
な
い
の
が
実

情
か
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

進
ん
で
い
る
自
治
体
の
調

査
は
さ
れ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

合
志
市
3�
・

１
％
、
八
代
市
3�
％
、
宇
土
市

29
％
が
高
い
自
治
体
で
す
。

宮
下　

進
ん
で
い
る
自
治
体
の
取

り
組
み
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま
で
実
際

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

宮
下　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
と
い

う
の
は
、
人
類
の
歴
史
の
中
で
、

支
配
し
、
抑
圧
す
る
側
に
よ
っ
て
、

歴
史
的
に
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で

は
な
い
か
。
政
治
の
責
任
も
重
大

だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す

こ
と
は
、
社
会
的
、
文
化
的
な
差

別
意
識
を
解
消
し
、
男
性
も
女
性

も
多
様
な
性
を
持
つ
人
に
と
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
。
ほ
か
の
自
治
体
の

良
い
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
て
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
誰
も
が
参
加

し
や
す
い
地
域
活
動
の
あ
り
方
、

そ
れ
を
考
え
る
研
修
会
と
か
意
見

交
換
会
な
ど
女
性
も
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
く
。
ぜ
ひ
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
目
標
値
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

小
西　

通
学
路
に
限
ら
ず
、
国
道

や
県
道
に
お
い
て
も
白
線
が
薄
く

な
っ
た
り
消
え
て
見
え
な
く
な
っ

た
り
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
事
故
が
起
き
て
か

ら
で
は
な
く
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

対
策
を
講
じ
る
の
が
本
来
の
姿
で

は
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

道
路
管
理
者
の
県
や

市
は
、
上
天
草
市
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
関
係
機
関
に
よ
る
合

同
点
検
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

に
よ
っ
て
、
対
策
方
法
と
実
施
期

間
を
検
討
し
て
そ
の
対
応
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

小
西　

防
犯
灯
に
つ
い
て
も
明
か

り
が
な
い
場
所
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
交
通
事
故
や
不
審
者
等

の
防
犯
の
た
め
に
も
設
置
出
来
な

い
か
。

総
務
部
長　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
に
お
い
て
、
夜
間
の
防
犯

お
よ
び
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行

の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
、
市
防
犯

灯
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
危
険

な
箇
所
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置

で
き
ま
す
。

小
西　

行
政
区
か
ら
申
請
し
て
、

毎
年
2
箇
所
ま
で
設
置
で
き
る
が
、

補
助
金
の
額
と
設
置
後
の
電
気
料

金
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

補
助
金
の
額
は
�
基

に
つ
き
設
置
費
用
の
2
分
の
�
と

し
、
専
用
の
柱
を
設
置
し
た
場
合

は
上
限
6
万
円
、
電
柱
等
に
設
置

し
た
場
合
は
上
限
2
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

小
西　

道
路
管
理
者
で
あ
る
市
と

し
て
は
、
道
路
の
附
属
物
と
し
て

街
灯
、
防
犯
灯
の
設
置
は
出
来
な

い
の
か
。

建
設
部
長　

主
に
交
差
点
、
横
断

歩
道
、
橋
梁
等
に
つ
い
て
交
通
の

安
全
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
道
に
お
け
る
通
学
路
へ

の
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
す
。



11�����্ఱࢢ議会だより
kamiamakusa municipal assembly

北
垣　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光

ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
た
と

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
と
考
え
て
い

る
か
。

経
済
振
興
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
観
光
ス
タ
イ
ル
は
確
か
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
生

活
様
式
、
特
に
、
密
を
避
け
る
行

動
に
マ
ッ
チ
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
需
要
が
拡
大
し

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
の
動
き
で
あ
り
ま
す

が
、
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た

「
物
を
見
て
回
る
物
件
観
光
」
か

ら
「
自
分
が
事
を
体
験
し
て
い
く

体
験
型
観
光
」
へ
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

よ
り
顕
著
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
他
に
も
、
身
近
な
旅
行
の
マ

イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
仕
事
と

休
暇
も
体
験
や
ア
ウ
ト
ド
ア
が
絡

ん
で
お
り
、
新
た
な
観
光
の
切
り

口
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、
こ
の
傾
向

は
続
く
と
思
わ
れ
、
体
験
型
と
ア

ウ
ト
ド
ア
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

北
垣　

本
市
の
観
光
の
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
体
験
型
観
光
ツ
ー
ル

の
少
な
さ
が
挙
が
っ
て
い
る
。�

私
が
提
案
す
る
の
は
、
健
康
を

テ
ー
マ
と
し
た
観
光
で
、
確
か
に
、

今
あ
る
観
光
資
源
も
健
康
に
よ
い

も
の
ば
か
り
だ
が
、
こ
の
健
康
と

い
う
も
の
が
後
ろ
の
ほ
う
に
隠
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
れ
を

前
面
に
出
し
て
は
、
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
今
だ

け
で
は
な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
で
も
運
用
で
き
る
観
光

テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
思
う
。
既

存
の
沢
山
の
観
光
資
源
を
ひ
と
つ

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
最
も
シ
ン
プ

ル
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

▲ϛΦɾΧϛーϊ天草ࢪઃ
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新
宅　

合
津
地
区
農
地
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

集
約
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

釜
新
田
と
宮
の

前
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
長

年
農
地
と
し
て
利
用
が
な
く
、
今

後
も
農
地
と
し
て
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
、
合
津
地
区
の
プ
ラ
ン
の

対
象
地
域
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

新
宅　

合
津
地
区
は
、
下
水
道
地

域
で
あ
る
が
、
こ
の
地
区
が
宅
地

化
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
。

建
設
部
長　

下
水
道
を
検
討
し
た

が
、
合
併
浄
化
槽
で
の
対
応
を

行
っ
た
。
宅
地
化
さ
れ
た
場
合
、

下
水
道
の
処
理
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
議
を

行
っ
て
行
き
ま
す
。

新
宅　

こ
の
地
区
に
隣
接
し
て
合

津
川
河
川
改
修
計
画
の
対
象
地
区

区
長
に
対
し
て
昨
年
９
月
に
説
明

会
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
意

見
だ
っ
た
の
か
。

建
設
部
長　

河
口
か
ら
、
第
６
自

治
公
民
館
付
近
の
中
村
２
号
橋
ま

で
の
整
備
計
画
だ
が
、
上
流
側
も

整
備
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
も

あ
っ
た
。

新
宅　

下
水
道
を
備
え
た
道
路
と

排
水
路
を
整
備
し
た
宅
地
開
発
を

す
る
た
め
に
、
宅
地
化
を
目
的
と

し
た
区
画
整
理
を
し
た
ら
ど
う
か
。

合
津
川
は
、
遊
水
池
を
設
け
る
計

画
で
あ
る
が
、
用
地
買
収
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
、
農
地
の
荒
地
解

消
に
な
り
、
こ
の
地
域
の
発
展
も

望
め
る
と
思
う
。

市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
解
決

で
き
れ
ば
、
期
待
値
が
高
い
地
域

な
の
で
、
宅
地
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
を
前
提
に
考
え
て
い
き
た

い
。

ମܕݧͱΞトυΞ͕Ωーϙイ
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塩
田　

大
矢
野
中
学
校
と
維
和
中

学
校
の
統
廃
合
に
至
る
ま
で
の
経

緯
は
。

教
育
部
長　

中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
現
在
6
校
あ
る
学
校
を

4
校
に
統
合
す
る
計
画
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
保
護
者
を
中

心
に
検
討
を
重
ね
、
意
見
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
総
合
的
に
検
討
し

た
結
果
、
維
和
小
中
学
校
の
保
護

者
の
多
く
が
、
統
合
に
賛
成
の
意

向
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、
令
和
5

年
4
月
�
日
に
統
合
す
る
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

塩
田　

中
南
小
、
中
北
小
、
維
和

小
学
校
の
統
廃
合
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
部
長　

学
校
規
模
適
正
化
計

画
で
は
、
令
和
9
年
度
ま
で
に
統

合
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

塩
田　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
よ
り
良
い
方
向
に
導

い
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　

次
に
、
市
内
小
中
学
校
に
お
い

て
、
い
じ
め
と
見
ら
れ
る
事
例
は

存
在
す
る
の
か
。

教
育
部
長　

今
年
度
の
認
知
件
数

は
、
小
学
校
で
4�
件
、
中
学
校
で

�3
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

塩
田　

い
じ
め
撲
滅
の
た
め
の
取

組
や
対
策
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

年
に
数
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
や
、
相
談
窓
口
の
電

話
番
号
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
を

一
人
ひ
と
り
に
配
布
し
、
相
談
が

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

塩
田　

上
天
草
市
い
じ
め
問
題
専

門
委
員
会
を
招
集
す
る
よ
う
な
事

例
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
と
認
知
さ
れ
た

4�
件
と
�3
件
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
解
決
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

仲
直
り
で
き
て
い
な
い
も
の
が
6

件
程
あ
り
ま
す
。
学
校
と
保
護
者
、

子
ど
も
た
ち
で
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

塩
田　

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
問
題
に
対
し
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
で
重
大
な
事
件

と
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。　

で
は
、
不
登
校
の
定
義
に
当
て
は

ま
る
児
童
生
徒
の
人
数
は
。

教
育
部
長　

2�
名
で
す
。

塩
田　

対
策
は
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

愛
の
1
2
3
運
動
プ

ラ
ス
ワ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
欠
席

�
日
目
で
電
話
連
絡
、
2
日
目
で

家
庭
訪
問
、
3
日
目
で
チ
ー
ム
で

の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
専
門

機
関
と
早
期
連
携
を
し
な
が
ら
未

然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

塩
田　

学
校
で
勉
強
を
す
る
機
会

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
学
校
へ
の
登
校
を
強
制

せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
学
習

環
境
を
保
持
し
、
子
ど
も
た
ち
が

明
る
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
継
続
し
て
構
築
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

市
長
は
、
令
和
4
年
度
施
政
方

針
の
中
で
、「
天
草
広
域
連
合
に

お
い
て
、
令
和
9
年
4
月
の
稼
働

開
始
に
向
け
、
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、
ご

み
運
搬
コ
ス
ト
削
減
や
、
中
継
施

設
等
を
検
討
す
る
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
む
」
と
し
た
。

何
川　

新
ご
み
処
理
施
設
を
�
か

所
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
搬
時
間
、
距
離
、
労
力
が
負
担

と
な
り
、
上
天
草
市
へ
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
低
下
や
財
政
負
担
が
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
矢
野
地
区

か
ら
新
施
設
に
直
接
運
搬
と
な
れ

ば
、
現
在
の
�
人
を
�6
人
、
委
託

料
を
現
状
の
2
倍
程
度
に
し
な
い

と
、
大
矢
野
町
の
住
民
並
び
に
事

業
者
な
ど
の
収
集
運
搬
業
務
は
維

持
出
来
な
い
な
ど
の
懸
念
が
あ
る
。

今
後
の
収
集
運
搬
に
つ
い
て
執
行

部
の
認
識
は
。

市
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
収
集
運
搬
体
制
を
継
続
し
、

市
民
の
皆
様
お
よ
び
管
内
各
事
業

所
に
新
た
な
負
担
が
発
生
す
る
な

ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な

ら
な
い
最
善
の
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
現
在
策
定
中
の
「
上
天

草
市
ご
み
処
理
中
継
施
設
整
備
基

本
計
画
」
で
は
、
松
島
地
区
清
掃

セ
ン
タ
ー
を
中
継
施
設
と
し
て
活

用
し
、
受
け
入
れ
た
管
内
の
収
集

ご
み
を
新
施
設
へ
搬
送
す
る
予
定

で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
川　

こ
の
計
画
は
い
つ
ま
で
に

策
定
す
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

当
該
施
設
で
ご

み
の
処
理
等
が
出
来
な
い
か
な
ど
、

本
市
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
方
策

を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的

に
検
討
し
、
令
和
4
年
�0
月
ま
で

に
は
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
松
島
地
区
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
、
天
草
広
域
連
合
が

所
有
す
る
施
設
で
あ
り
、
同
セ
ン

タ
ー
を
中
継
処
理
施
設
と
し
て
活

用
し
た
場
合
の
所
有
権
移
転
や
、

施
設
の
解
体
規
模
な
ど
、
新
ご
み

処
理
施
設
稼
働
後
の
同
施
設
の
在

り
方
の
検
討
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
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西
本　

上
天
草
市
は
観
光
が
盛
ん

だ
が
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
、
雇
用
創
出
や
一
次
産
業
活
性

化
が
問
題
。
夢
や
希
望
を
持
っ
て

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
上
天
草

に
し
た
い
。
職
員
に
は
、
積
極
的

に
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
具
体
的
な

取
組
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長　

職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
の
向
上
に
向
け
た
取
組
の
成
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
研
修
は

予
定
通
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
若
手
職
員
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策
提

案
を
実
施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

職
員
個
々
の
知
識
や
能
力
を
生
か

す
事
が
出
来
る
様
な
人
材
育
成
に

取
り
組
む
と
共
に
、
職
場
環
境
の

向
上
、
更
に
は
組
織
の
活
性
化
へ

と
繋
が
る
様
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

西
本　

観
光
素
材
な
ど
天
草
の
潜

在
価
値
を
活
か
す
手
が
か
り
を
模

索
し
て
い
く
と
決
意
さ
れ
た
が
、

観
光
振
興
対
策
の
成
果
は
。

副
市
長　

就
任
後
、
観
光
振
興
対

策
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
進
み
、
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
や
、
そ
の
後
の
ま
ん
延
防
止

措
置
適
用
が
あ
る
な
ど
、
外
出
自

粛
の
傾
向
が
進
む
中
、
思
い
切
っ

た
観
光
振
興
策
が
取
れ
な
か
っ
た

の
が
現
状
で
す
。

西
本　

就
任
挨
拶
で
述
べ
ら
れ
た

抱
負
と
希
望
を
達
成
し
て
い
く
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
。

副
市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
は
未
だ
見
通
せ
ま

せ
ん
が
今
後
、
市
が
抱
え
て
い
ま

す
課
題
に
つ
い
て
一
層
目
を
配
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

西
本　

2
年
間
で
副
市
長
が
取
り

組
も
う
と
考
え
た
事
で
達
成
出
来

な
か
っ
た
事
に
つ
い
て
、
ど
う
対

応
さ
れ
る
の
か
。

副
市
長　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
ま
し

た
ら
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
市

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

西
本　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
あ
る
が
、
就
任
挨

拶
で
述
べ
ら
れ
た
抱
負
も
達
成
出

来
る
様
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
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上
天
草
市
議
会
だ
よ
り　
え
が
お
　
第
45号

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
4年
5月
15日

発
行

発
行
／
上
天
草
市
議
会

編
集
／
上
天
草
市
議
会
　広
報
編
集
委
員
会
　TEL.0964-26-5536（

直
通
）

編
集
後
記

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
11
年
。
そ
し
て
本
年
3
月
18

日
に
は
岩
手
県
沖
を
震
源
地
と
す
る
震
度
5

強
の
地
震
が
あ
り
、
11
年
前
に
東
日
本
大
震

災
に
係
る
宮
城
県
東
松
島
市
に
対
す
る
行
政

支
援
（
チ
ー
ム
熊
本
:
第
31
陣
）
の
一
員
と

し
て
参
加
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
忘
れ
も
し
な
い
2
0
1
6
年
4
月
14

日
、
16
日
の
熊
本
地
震
。
地
鳴
り
と
大
き
な

揺
れ
が
同
時
で
、
家
族
全
員
の
ス
マ
ホ
が
鳴

り
、
防
災
無
線
の
大
き
な
音
に
驚
き
、
外
で

海
水
面
の
高
さ
を
確
認
し
「
津
波
の
影
響
は

な
い
」
と
家
族
に
伝
え
、
気
持
ち
が
高
ぶ
っ

た
ま
ま
松
島
庁
舎
へ
と
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

途
中
の
牟
田
の
峠
で
は
車
の
テ
ー
ル
ラ
ン
プ

が
連
な
り
、
防
災
へ
の
意
識
の
高
さ
が
窺
え

た
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。“
天
災
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
”
日
頃
か
ら
油
断
せ
ず
、

備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
何
時
も
心

の
隅
に
お
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
井
手
口
　
隆
光
）

上
天
草
市
議
会  

広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委 

員 

長
　
津
留
　
和
子

　
　
　
副
委
員
長
　
小
西
　
涼
司

　
　
　
委
　
　
員
　
北
垣
　
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
井
手
口
隆
光

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
　
真
一

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
昌
子

次の定例会は 6月3日開会です。 テレビ・インターネット中継もご利用いただけます！
詳しくは議会事務局へ　0964－26－5536

笑顔
が

笑顔
が

キラリキラリ

まちを歩いて…
龍ヶ岳町

大矢野町

歯が生えてきたよ！

これから、美味しいもの

たくさん食べたいな♪

　アイデアと熱意いっぱいの寺島さんにより運営される事となった
龍ヶ岳山頂キャンプ場！
　セグウェイなどのアクティビティ施設も順次オープンして行くと
の事。今後の展開がますます楽しみです。

リニューアルされた…

龍ヶ岳山頂キャンプ場！
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